
子どもを応援する
ネットワーク

～子どもの未来を守る～

『食』を通じた地域の見守り機能強化事業
全国研修会 2026.1.20 in あらかわ

荒川区 子育て支援課長
兼 指導監査担当課長 後藤 誠

本スライドで使用している資料・画像は全て公表済のものです。表紙は２３区唯一の区立遊園地「あらかわ遊園」です



講師
紹介

後藤 誠 荒川区 子育て支援課長 兼 指導監査担当課長

【入庁】平成２１年４月 荒川区入区(経験者採用) 民間は主に介護福祉

【経歴】総務企画課 → 清掃リサイクル課     →中央図書館の整備準備室(係長) →

子育て支援課(係長) → 介護保険課長  →高齢者福祉課長              →
福祉推進課長       → 子育て支援課長・現職（１年目）

区の
紹介

◆人口 ：２２万５千人（増加中）

◆面積 ：10.16㎢(２３区で２番目に小さい)

◆駅  ：２０駅・都内唯一の都電

◆観光 ：あらかわ遊園 (32９６)
 日暮里繊維街 (180５)
 ゆいの森あらかわ(5２１)
 銭湯・斉藤湯 （15３１）

◆有名人：鈴木誠也、北島康介

◆その他：開成中学校・高等高校
荒川区シンボルキャラクター

あらみぃ あら坊



「 」 という強い決意と一貫した政策

令和２年度に開所した児童相談所
施設名は「子ども家庭総合センター」

平成２３年度：子どもの貧困・社会排除問題研究
最終報告書 を公表

平成２４年度：「学びサポートあらかわ」を開講

平成２７年度：「子どもの居場所づくり」補助開始

令和 ２年度：児童相談所を開設
学びサポートあらかわ

小５～中３を対象とした無料塾
(７年度から高校生を対象の別事業有)



居場所と食堂の概要 ～ 子ども（と保護者）のサードプレイス ～

子どもの居場所（８か所） 子ども食堂（９か所）

補助
条件

・学習支援、食事、居場所
・週１回以上実施

・食事のみ
・月１回以上実施

補助
額

１回15,000円
＋子ども１人につき1,040円
（学習・体験等は別設定有）

１回7,000円
＋子ども１人につき340円

対象
経費

ボランティア人件費、保険料、会場使用料、光熱水費、食材料費、
備品、消耗品、通信費等

その
ほか

①対象は生活困窮世帯、ひとり親家庭等の支援を要する子ども
②子どもの自己負担額は１回100円以上
③区職員が各団体の取組に入って協力（相談対応・状況確認等）

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

居場所・延べ利用人数 5,794人 4,691人 5,095人 6,303人 6,676人 8,273人

食堂 ・延べ利用人数 2,313人 715人 1,331人 1,529人 1,907人 2,361人

区の補助額(２事業総額) 1,139万円 990万円 1,051万円 1,220万円 1,228万円 1,767万円



食事・学習・体験

～地域のチカラ～



○構成
～子どもの健全な成長に資する活動

を行う緩やかなネットワーク～

・地域住民の活動団体

・行政（区の多くの部署が参画）

・荒川区社会福祉協議会 等

○連携

・メーリングリストを活用し食料品等

の物資等の相互の融通

・ボランティアの受入に係る連絡調整

・定期的な連絡会・情報交換会の開催

各団体が実施する研修等の後方支援

○情報発信

・フェイスブック、ホームページ
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あらかわ(A)子ども(K)応援(O)ネットワーク(N)



頼りになる子どものためのネットワーク（地域の拠点）
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子ども
保護者

行政機関

児童相談所

教育機関

保健所

・
・
・

地域の拠点

・地域の知っている場所
・時間、曜日、頻度が柔軟
・役所っぽさがない
・様々なイベントに参加し安心

【役所からみた地域拠点】

・役所では打破できない時の
貴重な地域資源

・スモールステップを踏める
・活動実績があるので安心
・人事異動がなく継続的な支援

定例会で顔の
見える関係

↓
直接調整できる

様々なハードル
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子どもの未来を守るために

▼後方真ん中が区長
▼PTAが中心となる
イベントにACONも参加
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